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《多様性のなかの調和と前進》
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ＷＳＭＷＳＭＷＳＭＷＳＭ評議員 湯浅評議員 湯浅評議員 湯浅評議員 湯浅
第１５回ＷＳＭは、とてもくつろいだ雰囲気で、

各国がかかえる問題を率直に投げかけ、かなり踏み
込んだ話し合いが行われたのが特徴でした。ＡＡプ
ログラムへの信頼と感謝があふれる会場で、ただ単
にそれをたたえるだけでなく、このプログラムを実
際に伝えていく上での課題を正直に出しあいまし
た。
２１世紀へ向けて、私たちの共同体がさらに魅力

を増していくためには、何をすればよいのか、意欲
的に意見が交換されました。会場の設営、会議の運
営の仕方、地元ニュージーランドのメンバーによる
温かい雰囲気づくりも、このことにあずかっている

。 、力がありました 詳しい報告書は来年の初夏のころ
。 、皆様のお手許にお届けできると思います ここでは

私個人の印象に残ったことを、いくつか報告させて
いただきます。
１．マスメディアを使った広報活動

ＡＡの共同創始者ビル・Ｗは生前、マスメディ
アを使った広報活動についてたびたび話していた
ようです。ＡＡの広報活動には、ミーティング会
場の扉に貼るお知らせから、地域の電話帳に番号
を載せること、新聞、テレビ、ラジオのようなエ
レクトロニクスのメディアによる情報提供にいた
るまで、いろんな方法があることを、くりかえし
語っていたようです。今から３０年以上も前の１

、 、 、９６６年 アメリカ／カナダの評議会は テレビ
ラジオによる、広報活動を勧告しました。これは
ＡＡを紹介し、どこへ行けばＡＡがあるのか、情
報を提供するもので、いわゆるコマーシャルとは
まったく別のものです。現在ＡＡワールドサービ
ス社はテレビ、ラジオの広報番組用のオーディオ
カセット、ビデオカセットを提供しており、今年
のアメリカ／カナダの評議会でも、新しく制作し
たテレビスポットを承認しました。今回のＷＳＭ
ではこのマスメディアの利用を含めた、広報活動

についての経験の分かちあいがありました。多く
の国で、マスメディアが利用されていますが、テ
レビによる広報活動を制限している国もあるよう
です。

２．インターネット
このテーマは前回１４回から登場しました。サ

ービスの分野での電子メールの利用は前回にくら
べて格段にすすみ、その便利さが口々に語られま
した。ＷＳＭ評議員の住所録にもメールアドレス
を加えることになりました。ホームページのほう
は、広報手段としてのすばらしさが再確認されま
したが、世界的に普及するのはもう少し時間がか
かりそうです。サイトの内容について、よく話し
あい、メンバーの合意をえることの必要性も指摘
されました。一部の国では、個人的に発信されて
いる多くのＡＡホームページが存在し、その中に
は版権を無視したＡＡ文書の掲示、ＡＡがして良
いことの範囲を超えた情報、ＡＡの連絡先として
フルネームと住所を公開したもの、外部の機関と
提携している印象をあたえるものなど、困ったも
のがあるようです。常任理事会はこういうサイト
を管理統制はしないが、この領域でも私たちの活
動に指針を与えるのは「１２の伝統」であり、Ｇ
ＳＯには模範を示す責任のあることが確認されま
した。

３．委員会システムの重要性、委員の責務
ＷＳＭでなぜこんなテーマなのか、初めいぶか

しく思いました。しかし、こういう基本的なこと
を改めてしっかりと心にきざむのは大切なこと
と、終わってみて納得できました。特に委員の資
格、責務についての分かちあいが印象的でした。

、 、 、委員会の委員は サービスの経験 精神的な成長
難しい意志決定ができる能力、コミュニケーショ
ンの能力が要求されること。委員は、必要な情報
を十分に集めておき、委員会の前には資料をよく
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読み、しっかりと準備をしておくこと。委員会に
出たら、適切に話し、熱心に聞かねばならない。
あらゆる意見、アイデアに耳を傾ける必要があ
、 。 、る 少数意見も十分に聞かねばならない そして

委員会を信頼し、決定がなされたら、それを受け
入れなければならない。こういうことが心に残り
ました。

４．国際協力、援助
フランスがアフリカのカメルーンで行ったメッ

セージ活動の報告は感動的でした。現地の一人の
アルコホーリクからの援助の要請にこたえ、二人
のフランス人メンバーが、１９９７年５月に１週
間、９８年５月に２週間の２回にわたりカメルー

、 、 、 、ンを訪れ 多くの医療 教育 司法の高官に会い
パブリックミーティングを行い、グループを立ち
上げました。それがついに１２のグループにまで
成長したのです。
アメリカ／カナダはもちろんのこと、南アメリ

カ、ヨーロッパの国々も国際協力、援助をとても
熱心に行っているという感想をもちました。特に
ドイツが東ヨーロッパの国々に提供した援助は印
象的です。いくつかの国のゼネラル・サービス・
オフィスの家具・什器の購入費、維持費の援助ま
でしているのです。

５．共通の困難
何人かの評議員が、ＡＡの国際会議に出ると、

自分の国のＡＡも思っていたほど悪くないな、と
感じると言っていました。他の国のＡＡも私たち
と同じように難しい問題をかかえながら、前進を
試みているのです。難しい問題とは次のようなも

。 。のです サービス活動をするメンバーがたりない
献金がたりない、献金がたりないから、書籍の販
売益が重要な財源になっている。全体サービス構
成のなかで、トラブルがおきる、ときには、ふた
つのサービス構成ができたり、常任理事会の中に
分派ができたりする。常任理事会と評議会のあい
だがしっくりいかないことがある。ソーバーの長
い人がミーティングに来なくなる。若い人、女性
がＡＡに定着しにくい。現われるのだが、消えて
いく人が多い。輪番制に問題のある国もある。
たしかに役割は変わるが、いつまでもサービス

の中枢にいて、発言権を増し、独裁者のようにな
っている、などです。それぞれの国に課題はある
けれども、ＡＡのプログラムを信じ、共同体の未
来を信じて、まだ苦しんでいる仲間にメッセージ
を運ぼうと、忍耐強い努力を続けているのは、あ
らゆる国に共通しています。

６．アノニミティ
自由テーマのワークショップでこの話題を提起

したら、たいへんに盛り上がりました。この問題
を簡潔に、誤解を生まないようにご報告すること
はできません。ただ、サービスの分野でのアノニ
ミティの理解、実践については国によって多少の
幅があるようです。だいたいの傾向としては、南
北アメリカはあまり神経質ではなく、ヨーロッパ
は慎重だという印象でした。アメリカ／カナダの
評議会報告書には、すべての評議員のフルネーム
と住所が記載されています。しかし、問題が起き
たことはないそうです。イギリスは同種の名簿の
送付先を厳選していると報告していました。ＷＳ
Ｍ評議員の住所、氏名もＡＡ内部では公開されて
いますが、住所は私書箱にしている人も何人かい
ます。

７・セントラルオフィス
オフィスの陣容、財政、運営方法について、日

本と状況が似ているヨーロッパの評議員にできる
だけ聞いてみました。しっかりとした統計がなけ
れば、確実なことはわかりませんが、ヨーロッパ
のいくつかの国との比較でいえば、メンバー数に
たいし日本ではオフィスの数が多い、一つのオフ
ィスを献金、サービスで支えるメンバー数が日本
は比較的に少ない、という印象を持ちました。

５日間で世界のＡＡの現状を把握することは、至
難です。ここでご報告する私の見聞も限界のあるこ
とをおことわりします。これからインターネットを
通した各国間のコミュニケーションが盛んになって
行けば、世界の実情がもっと細かくわかるようにな
ることと思われます。
最後に、第１５回ワールド・サービス・ミ、－テ

ィングを支えてくださった全国のＡＡメンバーの皆
様、ＪＳＯのスタッフの皆様、日本語の通訳をして
くださったカリフォルニアのダグさん、そして、今
回をもって引退されるニューヨークＧＳＯの所長、
ジョージ・トーシーさん、会場になったオークラン
ドのＡＡメンバーの方々に感謝して、このご報告を
終わります。
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評議員 山宮WSM

サービス・個人の回復とＡＡの一体性の基本

関西空港から１１時間、長いノースモーキングの
旅をへてオークランド空港に着く。機内で８時間が

、 、過ぎたころ ニコチンぎれでいらいらが激しくなり
なんで自分がこんな所まで来なければならないのか
と腹立たしくなっていたが、オークランド空港で出
迎えに来てくれた湯浅氏とオークランドの仲間の顔

、 。を見たとたん ケロっとして元気になってしまった
仲間の車でホテルまで行く。歓迎ルームに顔を出

すが、あまり評議員は集まっていない。
夕方から湯浅氏と地元のミーティングに参加(１

００人くらいのスピーカーズミーティング)し、短
い時間ではあるがスピーチをさせてもらった。
ワールド・サービス・ミーティングが始まる。３

時から受付、登録など緊張感がピークに、アメリカ
・カナダの常任理事会議長のジョウジ・ドウシーと
お話しをした時には、手が震えて、お皿にコーヒー
をこぼしてしまいましたが、回りでも同じような光
景がみられ、少し安心しました。
これよりクローズドでレッドボールミーティング

、 。が始まり やっとリラックスすることが出来ました
私もボールを受けとり、話をしました。
夕食会には、仲間もやって来て、私に通訳が付い

ていることをうらやましがっていたが、黙って首を
横にふるだけだ。
２日目に文書・出版委員会にメンバーとして出席

し、国際出版基金について、各国の報告がありまし
。 、 、た 日本の報告については 特別献金をしたことで

、 、地域の財務に影響したことを含め 多くのグループ
メンバーからの献金が集まったことを話しました。
国際出版基金の献金リストについて、その送付な

どの問題を検討、意見交換した結果、それぞれの評
議員が持ち帰り決定することになりました（献金リ
ストは要請があれば送付される 。そして、この献）
金は金額よりも、どれだけ多くのグループが主旨に

答えてくれるかが、大切との確認があった。
３日目には、著作権の問題が、報告された。裁判

が行われていることや、判決が出されたことなどが
話されました。
カントリーハイライトでは、私のレポートを通訳

のダグさんに読んでもらいました。
夜のワークショップは、ヨーロッパ・アメリカ諸

国・アジア，オセアニアのゾーンミーティングが行
われました。
４日目の全体会議で以下の質問をいたしました。
「日本の常任理事会はまだ３年足らずの経験しか

ないが、常任理事会委員会があまりうまく機能して
いない。分かち合いをお願いする 。」
色々な貴重な意見、提案を頂きました。自分たち

だけでつくろうとしないで、各地域に呼びかけてメ
ンバーのリストを出してもらう。そこから委員会メ
ンバーを見つけて活動を行う、そしてこれが、必ず
将来の常任理事の誕生にづながるのでは…。
この夜なぜか涙が止まらなかった。感謝の気持ち

でいっぱいでした。
５日目最終日、全体で分かち合いの時間に自分の

気持ちを、前夜からの涙をこらえて話させて頂きま
した。
「すべての人に感謝の気持ちでいっぱいです。とり
わけ自分の国のオールドタイマーに対する感謝の気
持ちです。あの人たちがいなければ、今、私は生き
ていないのですから…」
午後の後期評議員たちの感動的な別れの言葉は忘

れられません。一つの役割を終え、また新しいチャ
レンジに向かって行く仲間に心から敬意を贈りたい
と思います。
すべての参加国の言葉による「平安の祈り」で終

りました。ＡＡのメッセージを世界のまだ苦しんで
いる人達へ届けようという評議員たちの熱気、とり
わけアジア・アフリカヘ皆様の視線が向いているこ
とを感じました。
献身的に通訳の仕事をしていただいた、カリフォ

ルニアのダグ氏、山本さん（ぜーんぶ翻訳してもら
いました。ほんとうにありがとう 、現地でお世話）
になった皆様、色々とお手数をおかけいたしました
湯浅氏に心から感謝いたします。
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第第第第４４４４回回回回ＡＡＡＡＡＡＡＡ全国評議会全国評議会全国評議会全国評議会
プログラムプログラムプログラムプログラム

第４回ＡＡ全国評議会は１９９９年２月１２，１
３，１４日に開催されますが、そのプログラムが出

。 、来上がりました ＧＳＭから１０年の経験を踏まえ
いよいよＡＡ日本のサービス構成が大切な肉付けの
時代へさしかかったといえるでしょう。
評議員を選んだのはそれぞれのグループ代議員で

すからメンバー一人一人と評議員は直接的な関係に
あると考えます。ＡＡの大事な目的である、まだ苦
しんでいる人たちヘメッセージを届ける為に私たち
が何をしなければならないのか。
評議会の動向に大きな関心を持っていくことが、

自らの生き方にとても有意義であると思います。

第第第第４４４４回回回回ＡＡＡＡＡＡＡＡ全国評議会全国評議会全国評議会全国評議会
テーマテーマテーマテーマ 「「「「グループグループグループグループのののの良心良心良心良心をををを評議会評議会評議会評議会へへへへ」」」」
日時日時日時日時 １９９９１９９９１９９９１９９９年年年年２２２２月月月月１２１２１２１２，，，，１３１３１３１３，，，，１４１４１４１４日日日日
場所 東京 深川場所 東京 深川場所 東京 深川場所 東京 深川 ホテルホテルホテルホテルＢ＆ＧＢ＆ＧＢ＆ＧＢ＆Ｇ

１１１１日日日日日日日日１３ ００１３ ００１３ ００１３ ００～～～～２２ ００２２ ００２２ ００２２ ００ ((((全体会議全体会議全体会議全体会議））））: :
２２２２日目日目日目日目 ８ ００８ ００８ ００８ ００～～～～２２ ００２２ ００２２ ００２２ ００（（（（分科会分科会分科会分科会，，，，全体会議全体会議全体会議全体会議)))): :
３３３３日目日目日目日目 ８ ００８ ００８ ００８ ００～～～～１１ ００１１ ００１１ ００１１ ００（（（（全体会議全体会議全体会議全体会議））））: :

コンピュコンピュコンピュコンピュ一夕一夕一夕一夕にににに詳詳詳詳しいしいしいしい
仲間仲間仲間仲間たちへたちへたちへたちへ！！！！！！！！

評議会で導入が承認されたコンピューターが、１
９９８年度末に実行され新年度から試行を始めま
す。
基本的な会計処理は、今までのプログラムと変わ

りませんが、新しいコンピュータの機能を充分に活

用する為の、様々なアイデアを募りたいのです。
ＡＡの伝統の枠の中で、ＪＳＯがどのようなサー

ビスが可能なのか、またこの分野に詳しく、ボラン
ティアとして活動できる人がいるのか、情報が不足
しています。
現代社会のなかで、ＡＡが社会資源として認知を

受けることが、自らの生き方の安全性を確保する一
つの方法であることは、事実と思います。
ＡＡは宣伝するよりも、ひきつける魅力に基づく

事は当然としても、広報（公報も含め）をどのよう
に展開して行けばよいか、多くのメンバーからの知
恵を集めてみたいと考えます。どうぞ，ＴＥＬ・Ｆ
ＡＸ，お手紙やオフィスヘ来てのお話しなど、心よ
りお待ちいたします。

新刊案内－１２月１５日発行
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ビル． はグレープバイン誌にいろいろな文章を寄せているが、ここに掲載さW
れた５篇は、その中でも特に優れたものであり、ＡＡメンバーならだれでも関
心を持つテーマを取り上げている。


